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対象学生・選考方法・申込方法

修了生へのインタビュー

対象学生

定　員

選考方法

語学スコア基準

申込方法

教員養成課程3キャンパスの1・2年生

60名（各キャンパス20名）

自己推薦書と語学スコア

TOEIC 470（TOEIC-IPも可）、TOEFL iBT 40、英検準２級等相当以上

申込方法等、必要な手続に関する書類は、合格通知書に同封してお知らせします。

※プログラム受講費用はかかりません。ただし、海外留学にかかる費用は自己負担となります。

小樽市立朝里中学校教諭
山田 光歩 (第1期生)
留学先：University of Alaska Fairbanks

現在の勤務校と担当教科は？
小樽市立朝里中学校で勤務しています。担当教科は英語で、
1年生2クラスと、2年生3クラスの計5クラスを持っています。
試行錯誤の日々ですが、苦労しつつも充実した日々を送ってい
ます。

プログラムに参加しようと思った
きっかけは?
大学入学当初に送られてきたパンフレットを見たことがきっ
かけです。英語科教員になりたいという思いでこの大学に入
学したので、大学でプログラムに参加すれば、さらに英語科教
員としての資質を伸ばせるのではないかと思い受講を決めま
した。また、留学したいという思いもあったので、サポート体制
が充実していることも魅力でした。

プログラムで得られたことは? 
一番大きいのは、留学したことです。留学するまでは、英語科
教員の道しか考えていませんでしたが、留学経験は、その凝り

 固まった私の世界を良い意味で壊してくれ、将来の選択肢が
一気に広がりました。悩んだ末、結局は英語科教員を選びまし
たが、あのとき留学せずにそのまま教員になっていたとした
ら、今の自分とはかけ離れていただろうと思います。また、プ
ログラムには、英語を使ってグローバルに活躍していきたい
という志を持った学生や、それを全力でサポートしてくださる
スタッフが集まっています。切磋琢磨し合える仲間と出会えた
ことも、ひとつの収穫です。

これからプログラムへの参加を考えて
いる学生へのメッセージ
将来グローバルに活躍していきたいと思っている人はぜひ、
このプログラムをおすすめします。しかし、参加するだけで全
てが得られる、というわけではありません。自分から積極的に
動き、プログラムに備わっている環境を最大限に活用できる
人ほど、得られるものは増えると思います。私自身、こんなに素
晴らしい環境が整っていたのに、もっと活用すればよかったと
思うことはたくさんありました。ぜひ、いろいろなことに挑戦し
てください。きっと充実した大学生活になると思います。

グローバル教員養成プログラム

札幌市立中学校教諭
大森 勇大（第1期生）

留学先のシドニー工科大学で
（前列右から2番目）

最初は英語が話せなくて笑われたっていい

全ての経験が

教壇に立つ

自分の糧になっていた

そして、いま



●「グローバル教員養成プログラム指定科目」から20単位以上を履修

※海外留学を１学期相当以上行い、かつ、特に高い語学スコア
    （TOEFL iBT 92、TOEIC 860、英検1級またはIELTS 6.5）を取得した者には、「修了認定証（最優秀）」を授与します。

● 海外留学（1学期相当以上または短期海外留学4週間以上）

● ボランティア・インターンシップ等の活動に30時間以上参加

● 語学スコア（TOEFL iBT 72、TOEIC 730、英検準1級またはIELTS 5.5）を取得

豊かな国際感覚、
高い英語力を

身につける科目群
8単位以上

異文化
コミュニケーション力を
身につける科目群

6単位以上

高い指導スキルを
身につける科目群

6単位以上

グローバル教員養成プログラムとは? 修了要件

プログラムの特徴

グローバル教員養成プログラム指定
科目は、海外事情に精通したプログラ
ムアドバイザー等が担当します。
また、定期的に英語力をチェックし、
個々にあったアドバイスを行います。

高いレベルの「使える英語」を習得するために、CALLシステムを活用し、効果的に英語を学習します。
また、充実したE-learning教材を用いて、学内外を問わず自分のペースで自学自習が可能です。

英語力強化のためのICT環境

グローバル化が急速に進む中、北海道教育大学では教員養成課程3キャンパス（札幌校・旭川校・
釧路校）に特別なプログラムを開設し、将来、国際社会で活躍できる人材を育てるため、高い語学力
と豊かな国際感覚を有する教員を養成しています。

修了要件である「Business Communication & IT」「Business Writing」「Presentation」「Teaching Methodologies for 
English-mediated Instruction」が正規科目になることで、取得した科目が卒業単位として認められるようになりました！
（旭川校の英語教育専攻は「Business Writing」以外の3科目については指定された専攻科目3科目を履修します）

プログラムアドバイザーによる強力なサポート

「グローバル教員養成プログラム特別科目」のうち、4科目が正規科目になりました!

履修モデル (最優秀・優秀)

履修モデル❶:最優秀の場合

 グローバル教員養成プログラム運営委員会の活動と教育の質保証

教
員
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許
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+ 

プログラム
修
了
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定

（
最
優
秀
）

ボランティア・インターンシップ活動30時間
例:北海道教育委員会主催のグローバル人材育成キャンプ事業

3年次 4年次 5年次1年次 2年次

プログラムアドバイザーによる個別指導

説明会・体験授業・開講式・ ガイダンス オリエンテーション オリエンテーション オリエン
テーション受講許可判定 参加時における

質保証 TOEIC470相当以上等

ボランティア・プログラム報告会
修了判定 修了時における
質保証 TOEIC860相当以上等

修
了
式

E-learning（IELTS/TOEFL対策）、英語文学概論 I、アカデミック・ライティング I、英語教育学概論… E-learning（TOEIC対策）A科目群
Business Communication & IT、Business Writing、異文化理解 I、英語コミュニケーション I…B科目群
Presentation、Teaching Methodologies for English-mediated Instruction、初等英語…C科目群

（
半
年
か
ら

　
　   

1
年
間
）

交
換
留
学
等

 グローバル教員養成プログラム運営委員会の活動と教育の質保証
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ボランティア・インターンシップ活動30時間
例:北海道教育委員会主催のグローバル人材育成キャンプ事業

3年次 4年次1年次 2年次

プログラムアドバイザーによる個別指導

説明会・体験授業・開講式・ ガイダンス オリエンテーション オリエンテーション オリエン
テーション受講許可判定 参加時における

質保証 TOEIC470相当以上等

ボランティア・プログラム報告会
修了判定 修了時における
質保証 TOEIC730相当以上等

修
了
式

履修モデル❷:優秀の場合

E-learning、英語文学概論 I、アカデミック・ライティング IA科目群
Business Communication & IT、 Business WritingB科目群
Presentation、Teaching Methodologies for English-mediated Instruction

英語教育学概論… E-learning（TOEIC対策）
異文化理解 I、 英語コミュニケーション I…
初等英語…C科目群
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The world is becoming smaller and to thrive in this new 
global society you will need a very special set of skills and 
GEL pro gives you the opportunity to gain these. You will 
travel, experience new cultures and meet new people. 
Take extra lessons to boost your communicative skills and 
have the support of an English speaking advisor. GEL pro 
will help you become a global citizen of the 21st century.                                                                            

プログラムアドバイザー（札幌校）　Andrew Robert Ryan

GELプロ、こんなことやってます！
『バーチャルエクスチェンジ』

（札幌校第５期生 下重ほのか）

バーチャルエクスチェンジって？
バーチャルエクスチェンジ(virtual exchange)とは、海外に住む日本語を
学びたい大学生と、英語を学びたいGELプロ生がチームとなり、Zoomを
用いてお互いの言語を教え合うという活動です。週に一回1時間、各グ
ループの都合の良い時間帯にZoomでのミーティングを行っています。1
時間の内訳は、前半30分は日本語、後半30分は英語でディスカッション
です。ディスカッションのトピックは毎回メンバーが持ち寄る形式をとっ
ています。そのため、メンバーの興味に合わせて「好きな食べ物は何で
すか？」というような気軽に話し合えるものから、お互いの宗教観につい
ての議論など、とても幅広いトピックを扱います。言語を学ぶだけではな
く、異文化理解もできるので、とても楽しい活動です！
 
おもしろそうですね！
やってみて一番良かったことは？
このボランティアを通して、言語運用能力が向上したことは言うまでもあ
りません。それよりも、私が考えるこのボランティアの最大のメリットは、

言語学習の真の楽しさを実感できる点です。活動の回数を重ねるごと
に、同じグループの海外学生との交流が深まります。また、Zoomだけで
はなく、個人的に近況報告をビデオ通話でしたり、お正月には年賀状と
New Year’s Cardをお互いに送り合ったりするなど、日々とても楽しく国
際交流をしています！私が一番皆さんにお伝えしたいのは、このような
交流をしていく中で、私の英語学習の目的が、「試験で高得点を取るた
め」から「世界各国の人 と々より深い交流をするため」にはっきりと変化し
たことです。以前は試験での得点を気にするあまり英語学習を苦痛に感
じる事もありましたが、英語の真の楽しさに気付いてからは英語学習が
趣味になり、英語を純粋に楽しむことができています。また、それと比例
するように語学スコアも向上しています。
 
この活動は、私の国際理解に対する姿勢を大きく変えてくれました。この
経験を活かし、国際交流や英語学習の楽しさを児童生徒に伝えられるよ
うな教員になることが、現在の私の夢です。


